
連
続
遮
光
幅
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

追
加
距
離
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

三
〇
以
下

〇

三
〇
を
超
え
三
五
以
下

二
〇
〇

三
五
を
超
え
四
五
以
下

三
〇
〇

四
五
を
超
え
五
〇
以
下

四
〇
〇

連
続
遮
光
幅
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

追
加
距
離
（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

一
四
以
下

〇

一
四
を
超
え
二
〇
以
下

八
〇

二
〇
を
超
え
三
〇
以
下

一
三
〇

平成™š年˜月˜™日 水曜日 (号外第�号)官 報

第
四
十
三
条
の
次
に
次
の
二
条
及
び
章
名
を
加
え
る
。

（
安
全
囲
い
等
）

第
四
十
四
条

光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
に
備
え
る
検
出
機
構
の
光
軸
と
ボ
ル
ス
タ
ー
の
前
端
と
の
間
に
身
体
の
一
部
が

入
り
込
む
隙
間
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
隙
間
に
安
全
囲
い
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
）

第
四
十
五
条

制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
（
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
機
構
と
し
て
第

三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
機
能
を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
安
全
プ
レ
ス
で
あ
っ
て
、
検
出
機
構
を
有
し
、か
つ
、

身
体
の
一
部
に
よ
る
光
線
の
遮
断
の
検
出
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
も
の

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

検
出
機
構
が
光
線
の
遮
断
を
検
出
し
た
場
合
に
、
ス
ラ
イ
ド
の
作
動
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。

二

ボ
ル
ス
タ
ー
上
面
の
高
さ
が
床
面
か
ら
七
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ボ
ル
ス
タ
ー

上
面
か
ら
検
出
機
構
の
下
端
ま
で
に
安
全
囲
い
等
を
設
け
、
当
該
下
端
の
高
さ
が
床
面
か
ら
七
百
五
十
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
を
除
く
。

三

ボ
ル
ス
タ
ー
の
奥
行
き
が
千
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

四

ス
ト
ロ
ー
ク
長
さ
が
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
安
全
囲
い
等
を
設
け
、
か
つ
、
検
出

機
構
を
設
け
る
開
口
部
の
上
端
と
下
端
と
の
距
離
が
六
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
を
除
く
。

五

ク
ラ
ン
ク
プ
レ
ス
等
に
あ
っ
て
は
、オ
ー
バ
ー
ラ
ン
監
視
装
置
の
設
定
の
停
止
点
が
十
五
度
以
内
で
あ
る
こ
と
。

２

制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
は
、
検
出
機
構
の
検
出
範
囲
以
外
か
ら
身
体
の
一
部
が
危
険
限
界
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
の
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
機
構
は
、
ス
ラ
イ
ド
の
不
意
の
作
動

を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
各
号
に
定
め
る
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

キ
ー
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り
制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
の
危
険
防
止
機
能
を
選
択
す
る
構
造
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。

二

当
該
機
構
を
用
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
前
に
、
起
動
準
備
を
行
う
た
め
の
操
作
を
行
う
こ
と
が
必
要
な

構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

三
十
秒
以
内
に
当
該
機
構
を
用
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
前
号
の
操
作
を
行

う
こ
と
が
必
要
な
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
二
条
第
二
号
中
「
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
」と
、

第
四
十
三
条
の
表
は
、
次
の
と
お
り
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

雑
則

第
五
十
一
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
表
機
械
プ

レ
ス
ブ
レ
ー
キ
以
外
の
機
械
プ
レ
ス
の
項
中
「
ク
ラ
ッ
チ
の
掛
合
い
箇
所
の
数
」
を
削
り
、
同
表
の
備
考
中
「
に
あ
つ

て
は
、
押
し
ボ
タ
ン
等
」
を
「
に
あ
っ
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
」
に
、「
光
線
式
の
安
全
プ
レ

ス
に
あ
つ
て
は
」
を
「
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
及
び
制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
に
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
条
を
第
四
十
六
条
と
す
る
。

一

動
力
プ
レ
ス
の
種
類
及
び
当
該
動
力
プ
レ
ス
が
安
全
プ
レ
ス
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
種
類

第
五
十
二
条
を
第
四
十
七
条
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
適
用
の
日
に
お
い
て
、
現
に
製
造
し
て
い
る
動
力
プ
レ
ス
若
し
く
は
現
に
存
す
る
動
力
プ
レ
ス
又
は

現
に
労
働
安
全
衛
生
法
第
四
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
定
若
し
く
は
同
法
第
四
十
四
条
の
三
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
型
式
検
定
に
合
格
し
て
い
る
型
式
の
安
全
プ
レ
ス
（
当
該
型
式
に
係
る
型
式
検
定
合
格
証
の
有
効
期
間

内
に
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
も
の
に
限
る
。）の
規
格
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
四
十
二
条
及
び
第
百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
プ
レ

ス
機
械
又
は
シ
ヤ
ー
の
安
全
装
置
構
造
規
格
（
昭
和
五
十
三
年
労
働
省
告
示
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

題
名
中
「
シ
ヤ
ー
」
を
「
シ
ャ
ー
」
に
改
め
る
。

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
十
三
条
）

第
二
章

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
ガ
ー
ド
式
安
全
装
置
（
第
十
四
条
）

第
四
十
七
条
中
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、「
を
い
う
」
を「
を
い
い
、

第
四
十
五
条
第
一
項
の
制
御
機
能
付
き
光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
を
除
く
」
に
、「
し
や
断
」
を
「
遮
断
」
に
、「
一
部
を
検

出
」
を
「
一
部
が
光
線
を
遮
断
し
た
こ
と
を
検
出
」
に
、「
で
あ
る
こ
と
」
を
「
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、
同

条
を
第
四
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
投
光
器
及
び
受
光
器
）

第
四
十
二
条

光
線
式
の
安
全
プ
レ
ス
の
検
出
機
構
の
投
光
器
及
び
受
光
器
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ス
ラ
イ
ド
の
作
動
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
長
さ
に
わ
た
り
有
効
に
作
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二

投
光
器
及
び
受
光
器
の
光
軸
の
数
は
、
二
以
上
と
し
、
か
つ
、
前
号
の
必
要
な
長
さ
の
範
囲
内
の
任
意
の
位
置

に
遮
光
棒
を
置
い
た
と
き
に
、
検
出
機
構
が
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
当
該
遮
光
棒
の
最
小
直
径
（
以
下
「
連
続

遮
光
幅
」
と
い
う
。）が
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三

投
光
器
は
、
投
光
器
か
ら
照
射
さ
れ
る
光
線
が
、
そ
の
対
と
な
る
受
光
器
以
外
の
受
光
器
又
は
そ
の
対
と
な
る

反
射
器
以
外
の
反
射
器
に
到
達
し
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

受
光
器
は
、
そ
の
対
と
な
る
投
光
器
か
ら
照
射
さ
れ
る
光
線
以
外
の
光
線
に
感
応
し
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
感
応
し
た
場
合
に
、
ス
ラ
イ
ド
の
作
動
を
停
止
さ
せ
る
構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
四
十
八
条
及
び
第
四
十
九
条
を
削
る
。

第
五
十
条
中
「
下
降
速
度
」
を
「
閉
じ
行
程
の
作
動
中
の
速
度
」
に
「1•

6（
T
l＋

T
s

）」を
「1•

6（
T
l＋

T
s）
＋

Ｃ

」
に
、「
Tl
及
び
Ts
」
を
「
Tl
、
Ts
及
び
Ｃ
」
に
、「
し
や
断
」
を
「
遮
断
」
に
、「
Ts

急
停
止
機
構
が
作
動
を
開
始
し

た
時
か
ら
ス
ラ
イ
ド
が
停
止
す
る
ま
で
の
時
間
（
単
位

ミ
リ
セ
カ
ン
ド
）」を
「
Ts

急
停
止
機
構
が
作
動
を
開
始
し

Ｃ

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
連
続

た
時
か
ら
ス
ラ
イ
ド
が
停
止
す
る
時
ま
で
の
時
間
（
単
位

ミ
リ
セ
カ
ン
ド
）

遮
光
幅
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
追
加
距
離

」に
改
め
、
同
条
に
次
の
表
を
加
え
、
同

条
を
第
四
十
三
条
と
す
る
。

Ÿ
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